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渇祉事濁所は、 8 月羽田、全国公募であつまった平塚市戦

没者慰霊童施設の建設図案の審議会をひら者、応募作品 128点

のなかから横浜市保土ヶ谷・矢印弘泌さん αω の作品を採

択と決定しました。矢{碕さんの作品は、校倉〈アゼクラ〉式

の騒い格識を鑓えたものです。

戦没者慰霊施設の建設は、市民の平和への希望をあらわずと
問時に、明治以降国難に殉じた戦没者の霊をまつり、その功

績を後世に伝えるた岳、市が、建設準辞書委{市民各層からの

委箆33人で嫌成〉を設けて計図中のもので、建設地点は八幡

山公盤に決定していまナ。建設費は 2 千万円【うち造盟費 1

千万円〉の予定で、このうち何分かは、有志市民の静財をあ

て、数多〈の市民が心をこ串てつくった施設としていく構想
です@建設図策決定にともない、福往事務所は‘とれを実施設
計にまわし、設計ができ次第、建設趨恵奮を全世帯にくはっ
て草署員語をつの担、明4年度までに麓ヱしたいとしています。

新基準君まる
部号でもお知らせしたように、県の公害新防止条例が発

効、 6YJ12日からは、新条例にもとずく公害の慕準も嘗ま D

ました.

「ぷ二九①包中②朝夕③夜の 312王分に時簡をわけ、さらに地
_...…J 域ごとに騒音の基準を設けていまず。住居専用地区
は①の時騎で加点ン②と③は45ホン、住居地域は①ヨ5@50

③45本ン、商業と串ヱ築地域では①倍、@唱。、③50ホンを
限度としていまナ。

…….県内河J IfをA飲潟水線、 Bかんがい漁業 '0
i 路夜・汚水 Z
L・・H・H・..…J その他に区分し、 l リットル中の自問平均の

浮遊物質量量A40、 B70、 0120ミリグラム、罰金物化学的

畿素要求鐙A宮入 B50、 0120ミリグラムとし、工場や事

業喝の排出口で品定ナるとしています。このほか外観、

泉気、水素イオン濃度、池百合有量なども規観されます。

?・H ・M・-・向島ろ屡など小規模ばい標発生施設まで基準が適用
i ばい援 2
_.…-…」されることにな担ましたe ススその他の粉じんは

ボイラーのばあい 1立方メートルあたり 1.2グラム、夏硫

酸ガスは0.29耳までが限度。

ァー…てガス発生施設の排出口から犬気中に放出されるガス
:ガス・
…~::':.j は次の控室度をこえてはなら主主いとして円まナ。単位
PPM、アンモニ7500、題化水素初、塩素10. シアン化

水素lC，みつか水素 3 、ベンゼン 250、二酸化窒水禁 200

ホノレムアルヂヒド50 ・磁化水素 1 むの。その伐のガス潟辺の

入や物に障害をあたえ友い程度まで。

_.........・…‘…・ぃ 周囲の環境にてらして工場または事
i 振動・粉じん・笑気‘
ゐ……ぃ…ー …・…….-業壌の周辺にいちじるしい欝審をあ
たえない程度までを限度としています。
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国今月島ページ爵

②ページ・市議会趨時会の結
築、水そ 5での遊u会面禁
1b ':i:学読本の企綴、心感
どと、滋律本自談など

@ページ・新潟地獲...._.葺援金
議会φ新委箆、住民基華畿な

と

電〉ベ3D'"ージ・広報モニター
を新任、財政事情、誼4用さ
れるlJ 9 番、社会を明るく
する運動、行政相談、子供

にみせたい映磁など
⑤ページ・福祉関係の受賞者
、社会教鑓係委員新任、工

場生産要悶調査、国民年金
など

①ページ・婦人学級、予紡注
射、どみの皐害時収集など
③ページ・声のひろば、教事著

相談、新平塚風土記、議苦十
人民など



お、

六
月
一
白
開
会
し
た
第
二
回
市
議
会
臨
時
会
は
、
五
日
副
議
長
・
各
常
任
委
員
会
の
委
罵
長

な
ど
一
連
の
改
選
人
事
を
行
本
い
、
第
二
十
一
一
一
代
の
議
長
に
金
子
宮
磁
市
議
を
、
問
磁
諮
伝
説

に
鶴
橋
出
身
の
山
出
向
田
昌
雄
市
議
を
選
任
し
ま
し
た
一
ま
た
、
加
藤
市
長
の
提
案
し
た
平
塚
市

部
設
盟
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
平
塚
市
は
、
八
月
一
白
か
ら
市
長
の
事
務

部
局
に
五
部
か
ら
な
る
部
制
を
し
く
こ
と
が
確
定
し
、
新
市
出
川
書
完
弱
よ
り
一
足
早
く
、
行

政
機
構
の
大
改
革
を
行
な
う
ζ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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区
画
整
理
に
関
ナ
る
い
〕
と
、

川
そ
の
他
土
木
に
関
す
る
こ
と
、

水
道
に
関
ナ
る
こ
と
、

怠
築
に
開
閉
す
る
こ
と
、

業
に
題
す
る
こ
と
。

市
長
の
事
務
部
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七
二
九
円
五

O
〉
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の
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務
部
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一
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(
侶
〉
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挙
管
理
委
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ハ
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)

薮
査
委
員
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務
局
九
ハ
鴎
)

教
育
委
員
会
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局
六
回
(
七
)

教
委
学
校
の
職
員
一
六
七
〈
五
〉

臨
閣
議
委
員
会
事
務
局
七
ハ
i

〉

消
防
織
自
国
消
防
疫
員
七

O

ハl
〉

グ
一
般
職
員
五

(
i
)

ﾗ
 ・

古
家
前
議
長
、

富費焚付対象・ 1年以上市内に事業所をもち現
に営業している中小企業者で、市税を完納

• 1 企業iこっき 70万円以内p
.日事 2銭 3 康

• 6 カ月以内
・市の商工畿で発行する中小企業

金融対策資金融資依頼書をそえて、平塚信

用金庫か指南信用組合に申し込めばよい。

市は、中小企業信用保証料の 3 分の 2 を補助
する制度も行なっている。保証料を払い込ん
だ日から 25 日以内に、金融機関か保誌協合事

塚J(Jí号を経由して手続きが必要。徳助対輩は

県市町中小企業金融に!轄する保証料に怒る。

条
例
設
正
案
を
醤
品
腕
、
②
市
融
制
員
の

旅
費
手
当
に
間
関
す
る
一
連
の
条
例
改

正
案
を
務
議
。

マ
訪
日
産
業
常
任
番
勝
七
夕
ま
つ
り

の
行
事
予
定
、
中
小
企
業
金
敵
対
策

資
金
の
利
問
状
況
食
肉
セ
ン
タ
ー
建

設
経
過
程
ど
に
つ
、
い
て
報
告
を
古
い

た
。
康
問
団
二
件
を
審
査
。

v
m
m口
時
務
常
任
委
・
市
職
員
の
期

末
勤
勉
手
当
に
潟
ナ
る
報
告
を
了
承

平
塚
欝
察
署
の
改
築
に
と
も
定
う
数



台、 第 153 号

福致事務所は、激震に襲われた新潟.ilI形。瀞〈白地方に対する市民からの義援金品を 7 fl17臼まで

受け付けています。地震発生とともに、市民から福祉事務所へどっと義援の手が寄せられ、 7 月 1 臼

までに、 162 万5千百7月に達しました。 これら平塚市民の救援の手は、 7 月 2 臼夜、平回収入役・総

務課長・福祉事務所長・街社係長らがたずさえて、被災地の各市へ送むととけました。

〈第3軍重軍事機物認可〉
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切っ紹和 3宮年 7 J3 10 霞

ハ
以
下
敬
称
略
〉

中
原
上
宿
主
一
議
擦
三
千
円
、
被
ケ

浜
佐
多
久
一
五
平
問
、
澄
名
十
七
才

の
青
年
か
ら
二
千
円
、
長
持
飯
町
田
勝

利
一
千
円
、
須
賀
岩
筒
ス
式
五
百
円

新
宿
坂
東
鶴
ヱ
門
二
平
問
、
平
塚
慶

応
会
一
一
一
方
向
、
自
民
党
平
塚
婦
人
部

一
方
向
、
平
壌
猿
田
広
志
一
千
円
、
志

村
鉄
工
所
五
弔
問
、
同
従
業
員
一
間

五
千
円
、
平
塚
中
川
マ
サ
子
一
千
円

新
宿
小
川
名
仁
三
郎
二
万
円
、
美
松

工
業
平
塚
工
場
従
業
員
一
間
二
万
二

千
六
百
円
、
八
幡
松
下
常
光
一
方
向

新
宿
佐
藤
ユ
キ
一
万
円
、
大
野
中
織

激震は新潟@山形@秋田を車種t "その報滋{立、多くの入iこ衝撃を与えた‘政

府議腐をはじめ各方預から教援の苧がさしのべられた。

十
向
、
江
南
高
後
生
徒
会
二
且
ゴ
ナ
一

百
七
T
一
一
向
。
一

新
宿
績
山
シ
ゲ
子
衣
類
一
箱
、
平
塚

桜
山
幸
子
佐
藤
紀
久
子
雑
話
回
十
一
一
一

階
〔
少
女
フ
レ
ン
ド
〉
、
新
滋
樋
山
口

百
ウ
安
類
一
一
十
三
点
、
平
塚
石
塚
松

乃
衣
類
八
点
、
須
賀
福
井
衣
類
吉
一
十

一
一
一
点
、
宿
佐
新
藤
ユ
キ
手
ぬ
ぐ
い
宮

本
、
平
塚
松
田
君
臨
閉
衣
類
百
用
品
三

籍
、
須
駕
石
#
伎
町
出
郎
誌
類
一
倍
、
平

塚
広
瀬
衣
類
六
点
、
新
宿
品
開
木
秀
子

衣
類
一
旬
、
八
瞬
竹
内
衣
類
一
旬
、
八

幡
木
村
兼
次
衣
駿
一
一
一
点
、
真
土
一
伊
藤

富
子
衣
類
玄
点
、
出
総
務
橋
衣
類
磁

十
一
点
、
活
水
台
の
五
十
五
店
舗
か

ら
衣
類
一
一
一
旬
、
平
塚
吉
村
接
関
衣
類

一
箱
、
出
納
中
野
初
枝
衣
類
一
袋
、

虹
ケ
渓
掘
削
人
会
衣
類
一
一
包
は
吉
も
の

一
籍
、
平
塚Y
W
C
A衣
類
一
一
一
籍
、

新
宿
鈴
木
初
枝
衣
類
十
一
点
は
き
も

の
一
一
組
、
中
原
下
宿
の
渡
辺
美
諺
中

島
宏
平
法
制
ニ
籍
、
東
浜
戸
時
長
田
と

も
え
衣
類
一
籍
、
サ
ト
ミ
カ
メ
ラ
胞

衣
瓶
一
籍
、
新
宿
内
一
再
現
美
衣
類
}

旬
、
平
塚
大
塚
モ
ト
衣
料
胡
一
一
端
、
中
堅

青
木
衣
泌
一
一
端
、
平
塚
昭
栄
製
帝
国

治
会
衣
類
九
十
六
点
、
上
吉
沢
例
名

の
人
か
ら
次
鎖
一
一
籍
、
飯
田
工
業
衣

類
一
箱
、
浜
一
時
中
生
徒
会
衣
類
二
箱
、

務
長
町
諮
問
語
審
芭
去
踊
一
包
、
間
関
部

氏
沼
津
英
一
千
ワ
イ
シ
ャ
ツ
十
五
点
、

本
窓
一
一
留
美
恵
/
ナ
衣
類
一
箱
、
本
宿

彩
自
説
/
十
一
衣
類
一
籍
、
平
塚
保
育
関

児
児
憲
一
一
同
一
万
一
千
五
百
円
、
減

所
医
院
一
周
三
千
七
否
丹
、
長
持
神

部
宰
磁
衣
紋
)
箱
、
市
都
市
計
爵
諜

宮
鱒
秀
雄
百
円
、
盲
人
間
内
会
四
千
積

五
十
円
、
不
二
家
平
線
工
場
九
百
三

十
五
円
、
都
市
計
額
諜
佐
藤
安
久
利

百
五
十
円
、
み
な
と
婦
人
会
九
千
明
日

丹
、
護
士
見
小
五
年
六
組
七
百
一
一

円
、
純
金
問
円
一
昌
市
教
卯
之
助
一
千
円
、

新
潟
県
人
会
衣
類
十
二
句
、
中
箆
抽
出

見
泉
衣
類
二
倍
、
中
間
主
契
合
口
厚

生
衣
類
一
句
、
新
宿
原
久
治
衣
類

包
。
以
下
次
号
l
i
a
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議会の新委員
6月 1 日開会の市議会話語時会で、正溺j議長の

改選に引き続いて議会常任委員会等の改選人事

も干すなわれ、次のとおり新メンバーが決まりま

した。(革主祢賂〉

富璽総務常任委員会〈定数告〉

委員長・問中四郎

副委員長・市111 清

委員・安村窓主主、飯患常男、加藤誌、窓

口 i惣次郎、小山田八郎、稲原庄太露3、星野盛

雄。

豊富産業常任委員会(定数 9)

委E署長・府111勝湾

滋i委員長・上原主主子

委員・角田鎮雄、佐藤直託、内藤敬一、山崎

盛雄、前回主都議、藤沢俊範、 -1 名欠員一

霊謹文教民生常任委員会 f定数 9)

婆鐘主畳・土屋謹照久

部委員長・松矢久義、

委員・小宮実、，ù関与七露店、真馬華 麗、窪

田幾太郎、山主主三男道、津信初二、宮 1111民

夫。

監覇建設常任謹署員会(定数 9)

委員長・平野準三

郎委E署長・今込尚

委員・小1115善吉、小清水思議、高部新太郎、

佐若草政勝、栗原 昇、古家安治、谷口久蔵a

鐙監査喜霊長(議会選出〉 ・内藤綾ー

機神奈川書車市計磁場方審議会

委員・高部新太郎、佐芸軍政勝、宮1[ 1惣次郎、

真量産媛、今込尚、藤沢俊範e

霊覇中海関係病院組合議会

議員・小菅菜、本冒頭庄太郎、市111 I帯。

磁伊勢飯町平壌市教育組合重量会

佼車華麗五、小山間八部。

富覇金随111*替予訪総合議会

雷童箆・ 'J'清水忠義。

霊童青少年問題協議会望書熊，加藤 鼠

趨民生委員推薦会

委員・角田銭雄、窓口[試夫。

綴魚市場運営協議会

蚕箆. ~富白藤太郎、内藤敬一、暴野盛雄、問

中四郎。
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ま
ざ
子
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賀
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野
末
子
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須
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五
九
三

水
紹
謙
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須
賀
一
一
一
五
}

添
出
鼠
雄
・
八
幡
一
一
九
五
感
業

諸
伏
敏
正
・
四
之
宮
七
四
七
蔵

丸
山
キ
ヨ
子
・
真
土
四
八
一
一
主

件
藤
麓
久
子
・
真
土
一
五O

農

草
川
数
太
郎
・
中
原
よ
徳
一
二
ハ
一

農
業

中
原
節
ノT
・
中
原
下
宿
一
四
七
八

主
婦

遠
藤
鐙
起
子
・
南
原
一
八
九
菜

笠
戸
川
沿
比
・
鐙
両
国
主
棚
田
一
八

O

臨
院
議

小
倉
文F

づ
・
臨
盟
国
小
嶺
一
一
一
回
九
主

落
合
磁
次
・
田
村
六
二
四
七
議

小
宮
口
利
克
・
田
村
一
一
一
一
八
五
議

久
保
田
房
ナ
・
大
神
}
六
回
九
議

杉
山
吉
凱
a

小
鍋
島
二
六
一
一
一
七
隈

秋
山
春
江a
小
鍋
島
九
四
八
主

ム
つ
拝
治
混
・
問
削
締
五
二
九
二
農

廃
合
キ
ミ
ヱ
・
縄
問
一
一
一
二
三
主

石
川
ゆ
く
子
・
寺
田
出
一
四O主

神
部
幸
綴
・
長
持
四
ご
一
一
館
業

森
畿
・
関
金
問
同
一
七
七
回
農

笹
田
俊
削
ヤ
南
金
田
一
一
一
五
五
陵

森
ユ
リ
子
・
罰
金
問
同
一
一
一
一
六
十
工

小
川
濡
必
縦
二
一
一
一
八
農
業

小
山
慈
淳
・
根
坂
間
岡
山
ハ
五
回
僧

山
宕
問
問
ノ
ブ
子
・
山
下
随
一
五
主

熊
沢
保
・
よ
吉
品
目
一
一
一
一
一
七
世
間

越
お
エ
ツa
土
壌
一
一
岡
山
五
主
婦

(4) 第 153 号

政
と

フ

f¥ 

を
む
す

ぶ

(第3 積郵便物認可〉

総
務
課
は
、
五
月
二
十
九
日
議
事
堂
に
、
第
二
次
平
塚
市
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
委
附
式
を
あ
げ
、
名
倉
信
光
氏
ら
五
十
名
に
、
加
藤
市
長
か
ら
委
吋
状
を
援
し
ま
し
た
。

前
任
者
の
任
期
満
了
に
と
も
志
う
第
二
夜
警
酬
で
、
第
一
次
か
ら
の
再
任
十
四
名
、
新
任
一
一
一
十
六
名
を
数
え
ま
ナ
。
ム
町
次
愛
唱
の
特
色
は
、
①
広
報
モ
ニ
タ
ー
鶴
度
を
全

市
に
瞥
比
し
た
こ
と
②
ふ
主
と
し
て
社
会
教
商
関
係
開

U
h揮
の
な
か
か
ら
適
任
者
を
選
考
し
た
こ
と
の
二
点
と
い
え
、
総
務
課
と
し
て
は
、
ち
か
く
予
定
さ
れ
る
機
械
改
革
と

広
報
無
線
の
開
局
を
ま
っ
て
、
十
品
格
的
世
制
度
の
活
用
を
意
図
し
て
い
ま
す
。新

佳
の
第
二
次
モ
一
?
タ
ー
は
改
の
と
一
早
川
幸
一
瞬
平
塚
一
九

O
五

お
む
、
任
期
二
年
・
騒
は
広
報
モ
ニ
タ
一
沼
代
俊
雄
・
平
家
一
志
七
五

1

協
議
会
議
長
・
円
v
は
問
問
翻
議
議
・
※
一
片
倉
常
夫
・
平
塚
一
四
回
八

は
県
政
モ
ニ
タ
ー
兼
住
者
支
店
し
ま
す
一
今
井
秀
彦
・
上
平
塚
七
二
農
謹

広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
が
、
広
一
も
の
で
す
。

ζ

れ
と
同
時
に
、
長
く
行
一
り
、
そ
の
活
綴
は
、
行
政
と
市
民
を
む
一
瀬
一
小
間
(
敬
称
路
〉

e

一
鈴
木
総
一
・
袖
ケ
浜
七
五
高
校
教

報
委
員
会
組
織
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
一
政
広
報
に
協
力
し
て
宮
た
市
内
十
六
の
一
す
ぷ
有
力
志
パ
イ
プ
と
な
る
も
の
と
期
一
磁
名
倉
倍
加
・
松
嵐
町
七
回
一
元
記
者
一
錦
織
み
な
一
十
・
桃
反
町
一
一
四
番
八

あ
た
ら
し
い
行
政
事
務
の
必
要
を
み
た
一
広
報
設
員
会
は
、
発
展
的
に
解
散
を
と
一
待
さ
れ
ま
す
。
一
円

v
千
葉
武
治
・
中
原
上
時
間
主
的
出
八
縄
問
一
士
諸
問

ナ
も
の
と
し
て
、
昭
和
三
十
七
草
度
か
一
げ
ま
し
た
。
一
市
民
み
な
さ
ん
の
あ
い
だ
で
、
市
政
一
教
委
嘱
託
一
永
楽
と
み
江
・
虹
ケ
浜
一
一
二
番
一

色
市
街
地
と
城
島
地
区
に
部
分
的
に
実
一
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
職
務
は
、
①
広
報
一
平
安
世
所
に
対
し
て
態
見
を
も
ち
、
要

Tマ
升
水
知
子e
平
塚
ニO
八
盟
主
婦
一
号
主
婦

潟
、
そ
の
効
果
を
た
め
し
て
曹
ま
し
た
一
効
果
を
副
定
す
る
こ
と
、
②
市
の
広
聴
一
認
を
い
た
し
た
い
と
吉
な
ど
、
お
近
く
一
端
ハ
村
上
緩
・
新
宿
一

O
八
O
会
社
長
一
津
田
正
代
・
属
人
一
一
九
一
一
工
場

が
、
昨
年
度
末
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
一
用
紙
制
度
を
活
用
し
て
、
市
民
の
援
設
一
に
住
む
広
報
モ
ニ
タ
ー
に
と
相
談
い
た
戸
遠
藤
四
郎
・
平
塚
一
六
八
七
島
業
一
竹
沢
正
・
潟
人
四
九
二
会
社

は
全
市
的
に
普
及
ナ
ペ
き
も
の
と
の
絡
一
的
一
本
窓
西
国
や
行
政
に
対
す
る
嬰
担
置
を
諮
一
だ
け
ば
よ
く
、
約
半
白
で
、
市
長
か
ら
「
角
函
ト
シ
子
・
新
宿
六
九
六
主
婦
一
捻
旗
テ
ル
子
・
馬
人
二
九
七
一
一
主

識
を
得
、
改
選
期
を
契
描
と
し
て
定
数
一
査
報
告
'
ナ
る
こ
と
、
③
行
政
広
報
に
協
一
お
答
え
を
お
と
ど
け
す
る
し
く
み
に
な
一
松
田
稔
な

e
新
宿
五
八
一
主
婦
一
盛
き
ょ
子a
須
賀
一
五
三
盟
主

ど
お
り
五
十
名
の
委
嘱
に
ふ
み
嘗
っ
た
一
力
す
る
こ
と
な
ど
を
骨
子
と
し
て
お
一
っ
て
い
ま
す
。
ど
利
用
く
だ
さ
い
。
一
際
毅
治
・
新
時
四
一
一
六
六
事
務
員
一
加
藤
皆
吉

e
須
賀
六
五
八
国
鉄
職

e

、
、
、
、
弘
、
2
?
j
d
e

担
宅
、
、
、
亀
有
、
ゃ
な
島
、
弘
司

h
e

ど
『
J

暴
竜
《
私
宅
、
、

f

弘
喝
、
、
帯
、
雪
量
唱
r
暴
胃
、
主
主
総
目
、
、
金
、
、
、
義
組
句
、

@
tミ
提
言
e
食
品
宅
、
、
ゃ
主
題
、
ぷ
E

輪
唱
e
s
、
長
3
t
s

司
、
、
正
弘
望
、
々
を
と
込
総
句
、
ま
、
、
長
お
宅

h
Z

雲
寺
ミ

度年内怨n
d

a

 

る
ナ

す
ま

哀
し
発
報

に
詳

月
で

ロ
か

し
な

と
の

こ
簿

、
決

は
印
刷

果
会

告
結
報
的
と
終
た
最
ぎ
の

で
ら

が
れ
営
こ

運政
ナ
財
で
な
け
全
わ
健
る
て
古

い
で

報
一
委
比
発

的
民
解
散

すべての入が、犯罪の防止と葬を犯

した人たちの垣正に攻:解をふかめ、

犯罪のない明るい社会をきずくよす

努力しょう。
夜iをひ・不良 t出版物. J差ぎ場の出入

り・刃物の携行などを F手少年からと
おさ It 、このはは、 Jf少年が悪風;こ

そまらなしづ虫"，12.と体L をきたえる哀
として「ごすようはと3てろう。

iij今少年"若者も、9: 1本み"'LlJと海ー健
康な ι泌をすごし、自身の 343一存を大切

にして Li しし'，.
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議会収支・ 60憶の予算成長する平塚市政を象徴して

新市庁舎の完成もまもない

カ、? 

り上げの

1900万円

。簸終予算

lょう事業

万円を遣

するにさ歪

は、給与

増加のー

どtこ2400

乙9J8万円

〉会計に

を嬰して

額 279万

係費・水

に17万円

18万円

と問ょう

お31万円

晋十は、 造

約沙必万

、最終予

した。

家1ffi D日入

営行本つ

240万円

の予算額

給与改訂

し、最終

l ました。

億4100万

を出した

は、後規

制度末ま

の96 ・ 2

間949百〉

万円の収

市政初年

以前にお
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財政課は、 6 月 1 目、昭和38年度 i ①競輪事業会計は、車券売

後期〈官下年10月一ことし 3 月まで) I のびにともない後期 5億
の、市の財政事情を公表しました。 I を追加、 21僑;;(56万円の

今期財政事情では、①市の予算規模| 額とな D ・ P ・ H ・
は、昨年度来自f億円台にのり、その ICZ競馬事業会計も童話輪と間
前年を12億円うわまわった。②前後| 好調にあわせて2 億1100
溺通算の収支勘定では 1 鐙34初方向 no、 1"億9ゐ8万円を計上

の収入超過を示し、健全な防政運営( りました。
をとげることができたとしています|③国民健康保倹事業会計で
ζの決算内容は、次回12月の信政事| 改Mことも立ヨ人件霊堂、
情であきらかとなりますので、今期| 訟をたどる保晶給付費な

は、概要だけを報告しておきます。! 万円を追加、年度末 l 鰭
x x の予算在員

昨年12月に報告し|④同じく国保診療所〈減島〉

f予算のうごき」た38年度前関東( I もほぼ前記向ょうの追瓜
9月)の市の予算規績は、全会計合 i 品万円を描額、最終予算

算で 5億5800万円でしたが、その後| 内
何年度後期C10月~ことし 3月〉に I@ぶ易水道事業会計ゐ、人
おいて、 9億2000万円を追加計上し| 選維持管議費などを中心
後期末における予算額は6' 億7800万 i を追Df.j~儀結予算額はお

円に遣しました。こ￠額は、その部|⑥都市改造事品会計も前記

年37年度隠期予算額より、 12億円の! の迫Jんを行なって年度末

増高を示ナもので、 36年度以来毎年| の予算鎮
度1('憶のはばでのびてきた市の予算!①馬入l義宅地帯造成事業会l

規模は、 38年度もそのペースを続け| 成暑謹におくれを出し、

たことに主ります。この後綴予算の| 円む晶棋を行なつ危な由、

うど曹を会計別にみますと、 ! 算室員は5，~~万円となりま

臨一般会計では、前期末19億1900万;⑧農謹共出事業会計では、

内の予算に対し、衆続選挙資・街; 奨 IJh金などに若干の追加

路整備事業費・学佼校地取得賞・ l たk語、持揖金などから

生活保護費・清指事業費・土地改! を減額、年度末，_)79.j万円l

良事業費・給食センター建設補助|③市箆センター費会計は、

金・県立平塚職業部練所取得費寄! にともなう人件費を増額

付金・給与改訂による人件聖堂・戦; 予算額は17í6万円となり
災土地区麹整理事業負担金今年度! 前期 9月末2

十 「収支状況J
分・県道関発事業負担金・国有土| 円の収入超過

地使用棋などを中心に 2 億2600万 I 38年度予算(全会計合算〉

円を追加、最終予算額は21億4500 I も良好な収支状況を保ち、

万にのぼりました。 I でに5S鐙，5批万円〈予算

磁特別会計{立、競輪・競馬・関係・ 1%) を収入、 57億1100万円(，

診療所・閥水道・都市改造・馬;を支出、この結畢 1 億ぷ4.."7

入工事部地造成・農業共済・市民|入超過となりましな. no綴

センターの 9会計で運営しました|度の08年度も、決算を出す

也
、

弘
略語
、

急
時e e 

k 
司、

弘
音
量
言e 
t 
ミ
4伊

弘
警

亀
噂
P 

ミ
鳴

も
寺
弘
警
込
馳
喝
P 
ミ
込

事
証

ミ
弘
司
ミ
益
翰
B 

襲
警

色、
L 
橋
貴

ミ
臨
T 
S 
F 
• 

中
学
生
の
作
交
霧
集
を
行
な
っ
て
い
ま
一
平
語
)
、
関
本
ひ
ろ
子
(
高
浜
〉
、

r

一
鈴
木
議
〕
(
平
高
)
、
開
閉
ま
り
子
ハ

問
作
品
・
国
土
忌
設
に
関
す
る
感
想
文
一
高
浜
)
、
浅
井
幸
一
(
平
一
間
)
、
商

一
山
茂
(
江
南
)
、
木
村
芳
夫
ハ
平

ま
た
は
見
学
記
ま
た
は
希
望
ハ
道
路
一
高
)
。

-
河
川-
Z
-

街
路
・
公
爵
・
下
一
マ
神
街
中
震
・
田
中
裏
金
事

水
道
・
住
宅
な
ど
)
、
態
名
自
由
。
一
福
島
ひ
ろ
み
ハ
江
一
間
〉
、
土
屋
一
ず
み

二
千
字
以
内
。
一
江
〈
高
浜
)
、
西
宮
友
美
子
(
伊
勢

磁
路
義
・
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
横
一
原
高
)
。

電
話
自
動
化
に
と
も
な
っ
て
、
消
防
の
火
事
は
と
こ
か
」
と
い
っ
た
一
関
い
合
一
畿
一
一
九
・
火
事
、
一
円

V

式
沢
中
学
校
・
大
野
佳
子
(
県
立
平

一
浜
市
中
区
日
本
大
通
り
県
庁
内
ギ
ポ
一
密
)
、
藤
沢
政
務
(
年
宙
開
〉
。

審
の
緊
急
滋
報
簡
話
一
一
九
番
が
乱
用
←
わ
せ
に
、
一
一
九
番
を
使
う
非
常
識
な
一
用
電
話
。
一

一
一
そ
の
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
一
部
主
木
監
理
説
へ
。
知
事
賞
ほ
か
。
一
マ
金
協
中
学
校
・
藤
間
弘
チ
(
高
浜
〉

さ
れ
る
傾
向
に
あ
え
消
防
署
で
ネ
を
一
人
が
多
い
と
い
わ
れ
、
消
防
罰
へ
の
出
一
一
題
言
宗
幸
彦
、
宮
山
幸

あ
げ
て
い
ま
す
。
一
動
指
令
な
ど
緊
急
事
態
の
た
め
の
通
話
一
一
男
ハ
秦
野
高
)
、
中
沢
と
し
手
(
高

駐
日
紅
白
山
い
向
性
時
間
信
長
引
一
足
一
倉
千
下
人
名
容
器
蛾
一
知
町
一
明
弘
通
ド

け
使
わ
れ
る
べ
き
も
の
@
消
防
へ
の
事
を
あ
ら
そ
う
ば
あ
い
が
多
く
、
心
主
い
…
一
ヤ
伊
勢
原
中
学
校
・
平
之
内
鏡
子
(
大

務
連
絡
や
火
災
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
人
に
一
一
九
替
が
占
附
さ
れ
た
の
で
は
一
市
教
奇
委
員
会
は
、
四
月
の
察
側
髪
一
二
十
四
日
市
民
セ
ン
タ
!
で
辞
令
交
付
高
値
畑
道
夫
(
大
磯
高
)
、
美
縫
島
秀
一
秦
町
世
話
)
、
荒
川
一
泊
(
平
農
〉
。

三
塁
一
回
O

替
差
う
よ
う
、
強
一
消
防
署
の
襲
低
下
書
く
お
そ
れ
も
一
員
会
で
、
市
教
事
奨
学
規
定
に
も
と
っ
一
式
を
あ
げ
、
第
一
次
給
付
金
星
し
ま
一
男
〈
小
田
原
害
、

2
4

間
引
制
引ii

福
重
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
あ
る
と
い
え
ま
ナ
。
二
九
替
の
乱
闘
一
く
昭
和
一
ニ
十
九
年
度
の
教
胃
委
員
会
奨
一
し
た
。
一
江
南
〉
。
一
臨
時
採
用
試
験

と
く
に
、
火
災
発
生
の
と
雷
、
早
は
厳
に
つ
つ
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
学
童
文
芸
採
用
を
決
定
、
旦
品
制
度
は
、
有
能
な
学
生
で
あ
る
一
芸
洋
中
学
校
・
富
田
正
男
ハ
平
き
一
県
と
教
育
委
員
会
で
、
公
立
の
小
中

一
の
に
、
経
済
的
議
官
出
で
高
校
進
学
が
一
湾
問
凶
敏
ノ

T
(県
立
平
一
回
)
、
滝
沢
恭
一
・
高
校
時
奮
闘
の
臨
時
採
用
試
験
を
宝
仙

一
臨
時
離
な
者
に
対
し
て
、
学
資
の
一
部
を
一
子
(
江
南
〉
、
高
木
寛
通
(
小
田
島
)
、
一
い
ま
す
。

一
鰭
り
、
そ
の
修
学
を
奨
励
す
る
も
の
で
一
回
中
松
江
(
世
間
浜
)
、
飯
山
崩

τ
葉
(
一
募
集
対
象
①
小
学
校
教
員
②
中
学

一
一
一
佼
斡
員
(
国
語
・
社
会
・
敢
学
・
混

一
ひ
と
り
月
額
一
干
月
号
支
給
、
奨
学
金
一
高
浜
)
、
中
山
謙
一
ニ
(
平
高
〉
一
議
・
保
健
体
育
・
理
科
・
技
術
の
各

一
の
返
済
意
義
と
し
ま
せ
ん
。
一
マ
吉
野
中
毒
よ
渇
暴
露
)
一
料
巴
③
高
位
教
員
ハ
国
手
数

一
採
用
意
弘
、
い
ず
れ
も
出
身
中
学
校
一
森
正
則
(
江
南
)
、
吉
沢
登
口
(
一
学
・
物
理
・
保
健
体
育
・
袈
語
)

一
長
の
驚
と
教
青
長
の
遺
書
受
け
た
一
平
高
〉
、
森
喜
工
大
灘
高
〉
一
④
小
中
学
校
の
地
議
議

一
一

f

一
宮
験
期
日

一
等
、
今
年
度
は
五
十
八
名
で
し
た
。
一
寝
泊
明
〈
平
号
、
西
国
主

T
一
受
験
義
昭
和
4
T
月
2
日
以
洋

一
む
の
制
度
発
足
以
来
、
こ
れ
で
四
百
四
一
〈
高
浜
)
、
山
山
口
華
経
寸
(
高
浜
〉
一
に
生
ま
れ
た
者
ハ
数
学
・
理
科
・
技

一
高
名
の
奨
学
生
を
採
用
し
た
こ
と
に
一
大
口
続
〈
県
立
平
高
)
、
原
案
一
問
問
問
問
問
時
日
討
議
可

一
な
り
ま
す
-
一
治
ハ
県
立
平
一
間
)
。
一
出
願
蓑
醐
志
願
書
、
慶
終
学
校
の
革

一
今
年
度
採
用
者
次
の
と
お
り

i

学
校
一
円
V

炉
岳
中
学
校
・
竹
不
問
一
道
〈
江
南
)
一
業
証
明
書
、
成
績
証
明
書
~
人
物
語

一
名
は
出
身
校
、
カ
ツ
コ
内
は
進
学
高
校
一
諸
国
実
ハ
江
南
)
、
高
檎
勝
ハ
一
書
、
免
許
状
の
写
、
戸
籍
抄
本
、
写

一
名
で
ナ
。
(
敬
称
略
)
一
江
時
間
〉
、
山
田
絹
和
ハ
平
高
〉
、
時
一
真

一
一
一
番
類
提
出
先
県
立
高
校
教
員
希
望
者

y
語
中
学
校
・
倉
橋
誠
9
5

一
我
筆
記
号
、
喜
博
宏
一
襲
警
庁
教
職
員
齢
、
ほ
か
は
、

小
村
二
冊
(
平
高
〉
、
広
瀬
先
司
会
構
)
、
真
何
作
衝
(
平
島
)
、
伊
藤
一
各
地
の
県
教
育
事
務
所

平
高
〉
、
竹
内
久

F

ナ
(
県
立
平
酪
〉
一
径
一
ハ
県
立
平
翻
〉
、
時
間
渡
俊
一
(
一
受
付
期
間

7

月
M
M
gま
で

一
一
本
布
、
出
願
塞
所
定
用
紙
は
願
書
提
ヨ

斎
藤
啓
二
ハ
平
高
)
、
桜
田
啓
一
一
(
一
平
世
間
)
吋
木
村
鐙
指
ハ
大
磯
高
〉
二

一
一
出
先
に
あ
る
。
く
わ
い
し
こ
と
も
間
一

江
南
V
、
厳
持
道1
Tハ
県
立
平
路
〉
マ
太
野
中
軸
殺
・
清
回
美
代
…
サ
ハ
県
立
一
所
へ
。
←

ネ
を
あ

る

一
九
番
の
乱
用
つ
つ
し
め

ら

昭和 39 年 7 月 10 日(5) 

青少年を明るく iE しし・よい本・よい映画・よいテレどを見せよう。
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岩
出
阿
ノ
ブ
子
ハ
婦
人
間
開
体
〉
、
選
議

題
(
婦
人
団
体
)
、
中
島
正
昭
ハ
背
一

年
間
体
)
、
柏
木
英
治
(
青
年
間
体
〉
、
一

高
井
政
兵
衛
(
背
革
会
議
所
)
、
野
一

社
会
教
育
に
鴎
一
嫡
拍
手
(
学
輪
開
篠
臨
)
、
津
市
出
正
代
一

役
会
教
蜜
甚
員
一
一
ハ
学
識
経
験
)
、
竹
内
篤
ニ
ハ
学
識
一

ず
る
教
育
委
員
一
一

一
経
験
)
、
神
滞
キ
ヨ
門
学
識
経
巌
)
、
一

会
の
諮
問
機
関
、
社
会
教
育
蓄
え
・
・

:
j
i
l
-
-ス
ポ
ー
ツ
一
一
公
民
館
遼
翼
民
ノ
ご

い
て
も
意
蕗
を
のA、
と
れ
に
必
要
な
一
一
ス
ポ
ー
ツ
誠
一
興
審
議
委
・
一

i
e
:
:
;

し
た

調
書
室
付
音
。
任
期
翌
年
で
一

-
i
l
e
i
-
-
z
i
-
-
一
援
輿
に
関
一
重
の
諮
問
に
応
ず
る
ほ
か
、

四
十
倍
度
ま
で
筏
任
す
る
。
今
年
度
議
一
す
る
教
育
委
員
会
の
諮
問
機
関
。
任
期
一
行
事
の
実
施
に
つ
い
て
協
力
す
る
。

設
な
ど
の
役
員
選
挙
は
、
現
任
な
お
も
一
一
一
年
。
一
綴
一
年
。

ち
と
し
て
い
る
。
一
伊
藤
録
一
郎
(
商
工
ム
譲
彦
、
大
一
マ
須
賀
童
館
円
館
長
感
宮
よ
さ

久
保
寺
正
義
ハ
小
学
校
長
〉
、
片
野
一
家
裁
彦
〈
商
工
会
議
所
)
、
古
家
安
一
杉
山
喜
代
蔵
、
浅
田
喜
平
次
、
同

福
次
(
中
学
校
長
て
山
根
栄
次
郎
一
治
(
体
協
〉
、
府
川
勝
笥
ハ
体
協
)
、
一
環
加
藤
賢
官
百
、
関
山
千
穏
子
、

(
中
学
校P
T
A
U、
尾
田
寿
子
一
広
沼
臨
時
子
(
レ
ク
協
会
)
、
土
震
愛
一
野
市
郎
、
山
口
喜
一
郎
、
須
藤

(
小
学
絞P
T
A
U、
本
荘
魁
安
一
子
(
平
掃
き
、
大
竹
笑
宿
区
一
長
田
廿
川
誠
、
手
賀
義
男
二

化
連
盟
〉
、
木
村
議
一
(
文
化
運
媛
)
、
一
労

U
、
早
川
護
弘
ハ
平
育
協
〉
、
浅
一
勝
、
青
木
新
蔵
、
根
岸
次
郎
。

市
教
委
は
、
一
ニ
十
九
年
度
社
会
教
育

関
係
各
委
員
の
人
濯
を
F行
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
次
の
と
お
り
発

表
し
ま
し
た
。

昭和 39 年 7 月 no f3 

盤 7 君 28E( j{l. 漁業協同組合・須

賀公民Iî・高入消防第 5 分間庁舎・

松黒公民館・タ路ケ丘母子寮。

藤 7 Jl 29日(ホ) 花本公民館・ 1E本

会館・海岸地区町会会館・笠車公民

館・諏訪町会館。

飽時間・ '1 前 9 時 30分~ヤ{主 4 待a

市
教
育
委

員
会
発
表

回
喜
平
次
ハ
中
学
校
長
〉
、
古
屋
一

男
〈
高
校
)
、
今
井
治
良
(
公
民
婦

長
)
、
中
山
牧
雄
(
体
膏
漏
導
委
員
〉
、

村
上
畿
ハ
崇
醤
P
逮
)
、
山

み
の
(
体
青
振
興
協
力
関
同
〉
、

昇
(
市
総
務
課
長
〉
、

この謂煮は、用地用水腫用輸送一
工場連関等を中心、として、神奈川県工業内
生産安部となる諸点グ語、イむを明らかι し神
奈川県の総合間尭計画的立案のための基本
的な統計資料を作成ずることを罰的として
行なわれます。

7 月町下情調査只が事」ニし調査票をおわ

たししますから記入して〈ださい。

記入に不明町点がありましたら調査員か

市内統計部へおたずねください。

今月は 4 ・ 5 ・ 6 月分の保

倹料を納める月です。年金

を受ける権利を失なわない

ように、月末までにお忘れ

なし払い込みください。
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ご
み
牧
集
早
朝

に
す
ま
せ
る

〈第 3 畿郵便物認可〉

七
l

八
月
の
ニ
カ

R
M

削

清
掃
諜
は
、
ご
み
収
集
時
間
を
七

1

松
衛
民
〈
保
護
司
活
動
功
労
者
)
間
山
川

八
月
台
一
カ
月
間
、
朝
高
か
ら
十
二
平
塚
地
区
保
護
司
会
長
安
藤
好
明
記
間
開

時
一
一
一
十
分
ま
で
の
間
に
行
友
う
間
半
朝
波
は
、
六
月
十
二

B
I

十
一
一
一
日
広
島
市
に
削
山
川

集
に
嘗
り
か
え
る
こ
と
を
き
め
、
襲
惜
抽
出
開
催
さ
れ
る
由
民
正
保
護
制
度
施

E
U十
五
附
川
川

に
う
つ
し
ま
し
た
。ζ
れ
は
、
夏
の
日
周
年
記
念
全
国
大
会
に
お
い
て
、
企
画
川
例
制

中
を
さ
け
、
作
業
能
率
の
低
下
を
防
ぐ
保
護
育
遠
隔
出
会
長
か
ら
功
労
表
彰
を
受
山
川
聞

の
と
同
時
に
、
作
業
員
の
健
寝
間
目
援
を
け
ま
す
。
山
側
川

考
え
て
と
っ
た
ぬ
麗
で
、
清
掃
諜
は
、
×
川
側
側

こ
れ
に
よ
っ
て
、
家
庭
に
迷
惑
を
か
け
五
月
二
十
五
日
、
県
警
本
部
長
は
、
山
間
附

な
い
収
集
計
画
を
維
持
で
古
る
と
し
て
県
内
の
優
良
背
少
卑
保
護
育
成
委
質
問
問
山
川

い
ま
ナ
。
十
名
を
表
彰
・
平
塚
市
か
ら
安
藤
好
関
川
出

ζ
の
た
め
、
午
後
の
ご
み
収
集
は
な
ハ
箆
ス
一
一
一

0
0
0
)、
杉
山
憲
一
一
一
ハ
公
開
山
川

く
な
る
わ
け
で
、
慰
問
中
、
各
家
庭
で
所
一
九
二
〉
の
照
民
が
受
彰
し
ま
し
川
聞

は
、
部
霊
祭
時
間
に
間
に
あ
う
よ
う
た
。
例
制

と
み
を
出
し
て
お
く
と
と
が
の
ぞ
ま
れ1
1
1
1
1
1
1
1
1
m
M

函
連
ポ
ス
タ
i

問
削

て
い
ま
す
。
あ
つ
く
な
ら
な
い
う
ち
に
引

H
れ

と
み
窪
田
を
や
っ
て
し
ま
お
う
と
い
う
と
作
文
募
集
制
酬

も
の
で
す
。
ど
協
力
く
だ
さ
い
。
応
義
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
川
附
附

ー
函
連
協
会
神
奈
川
県
本
部
で
関
連
ポ
山
間

安
藤
氏
に
ス
タ
!
と
同
霊
堂
募
集
し
て
い
ま
す
糊

ニ
表
彰
京
若
手
童
書
問

軍
作
品
・
国
際
連
合
平
ユ
ネ
ス
コ
の
精
山
間
川

平
塚
保
護
司
会JB

伸
、
人
権
の
車
暗
黒
な
ど
を
あ
ら
わ
し
州
側

j

ゑ
議
襲
警
察
た
も
の
。
小
・
中
・
高
校
生
は
四
つ
切
川
出

弘
警
護
綴
幾
撃
機
拶
り
(
新
留
一
パ
ー
ジ
さ
以
下
、
大
学
制
服

警
?
?
毒
議
選
生
と
一
般
は
半
ざ
い
ハ
五
回
×
七
八
期

畿
各
一
、
グ
畿
ぷ
や
や
セ
ン
チ
)
か
四
つ
切
り
、
記
皇
制
州

議
襲
撃
議
機
縁
関
進
軍
応
募
・
八
月
一
一
一
十
一
日
ま
で
に
市
役
州
側

議
議
襲
警
護
饗
所
内
国
連
協
会
平
塚
支
部
あ
て
応
募
制
州

2
8選
襲
撃
警
の
こ
と
。
住
所
・
氏
名
・
年
?
臓
州
側

五
月
十
一
ニ
匹
、
山
川
崎
市
立
労
働
会
館
業
・
学
校
名
・
学
年
等
を
明
記
の
こ

M
W川

で
開
催
さ
れ
た
第
十
五
鶴
神
奈
川
県
選
と
。
言
消
印
ま
で
有
効
。
間
山

正
保
護
大
会
に
お
い
て
、
平
塚
地
区
保
門
中
学
生
作
文
募
集
要
雪
山
間

警
護
襲
警
と
し
も
護
帯
を
受
曹
作
品
・
国
連
と
世
界
平
和
、
ユ
ネ
ス
コ
州
聞

け
だ
一
号
、
次
の
人
た
ち
が
受
賞
し
ま
や
世
界
人
権
峯
要
員
連
に
関
連
制
服

し
た
。
の
あ
る
内
容
り
も
の
で
題
自
由
。
山
山
川

マ
横
浜
保
護
銃
器
所
長
表
彰
・
重
好
四
百
字
つ
童
福
紙
一
一
一
枚
以
内
、
山
間

明
民
(
平
塚
地
区
保
護
司
会
会
長
〉
す
応
募
・
中
学
生
に
雪
。
八
月
一
一
一
十
山
間

九
鬼
鉱
氏
(
保
護
笥
活
動
功
労
者
)
一
一
固
ま
で
に
、
市
役
所
内
国
連
協
会
「
側
当

マ
神
奈
川
県
知
事
感
謝
状
・
野
陣
芳
平
平
塚
支
部
品
て
応
募
の
こ
と
。
氏
名
げ
は

氏
ハ
保
護
司
活
動
功
労
者
U
、
-
住
所
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
の
羽
目
品

ム
横
浜
保
護
観
察
示
長
感
謝
状
‘
門
倉
こ
と
。
当
日
消
印
ま
で
有
効
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しません。接種には、母子手帳を持

参してください。

富題対象!尾・生後 6 か月からl口才まで
顔料金・無制

盤接種毘数.0::初回〈ととしはじめ

て受ける子〉は 2 回の援撞が必要

②追加 fいままでに初屈と追加を
受けている人}は 1 回の援額でよ

隠鱒・大知公民館一部 グ 東中原公民館 一後! い。
揮郡高ー矢締公箆館一後 19日 中原小学校 一前 l 豊富巡回謹持軍回程・

土盤小学佼 1 巴穏 P 南原公民館 一後(鋳1 回巡回〕
吉沢小学校 -1 日間 20日八幡公民館 一部 ì 7 月 13目白村公民館
根坂簡集会所前 一前; グ !日四之宮公民館 一後 !日間之笛公民館
万回・小向集会所前一後 滋時間・午前中は 9 時から11時まで R 14白 須賀公民館、松原公民館
徳延集会所前 一部 l ただし支所・出張所管内に限 II 9 D 15臼中猿公箆舘
態公民館 一後{ 時30分から11時30分まで、午後は i 11 16B 泥水公民館
横内部落・原氏宅一吉宮 各会場とも 2 時30分~4 時30分ま H 17日富士見公民館
大神公民館 一後 で。 1 H 18日見附台武道場

田村・芝昭氏宅 一前 ，円_"'''_'''''_'''''-'''''_'..，鰐 2 図巡邸〕

22官24畑庁長室 日脳の予防接種 i7RiiE T2塁塁、頭会号室
タ楊ケ丘母子寮 一後 。，-.''''_'''''_""._，，，丹、__"" I Q 208 回村公E望書官

須賀・盛吉よ子ざん宅前 l 衛生諜は、日本脳炎の予防接種を u 旧Øl之官室公箆態

須賀公民館 一後 巡回実施中です。との病気は、かか I " 21臼須賀公民館松際公民館
須賀・小島米窓前一部 ったらかならず後遺症が残るという 1 H 22日 中原公民館
漁業協同組合(昼休み中 おそろしい病気といわれます。諦努 1 R 238 花水公民館
だけ荒井白豊富民事学校〉後 1 者にだけ接穣しますから、該当児を � u 24臼

須賀・岩崎武夫氏宅一宮1 お持ちのど家族では、ぜひお子さん H 258 
須賀・葉遣寺境内 一後 をちかくの会話語へおつれになるよう 7 欝時間・各会場とも午後 1 時30分~
真土公民館 一前 おナナ培します。知通事はとくに出 3 時まで。

後遺寵残る毘脳に予隣接謹

日
日
目
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口
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自
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忠
告
白

3
M
8
4
5
6
N
H
7
d
m
p
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M
Mロ
グ
刊
M
M
H
M
H
M
W

明石町公豊富 一後

立野町公園 一前
春日神社境内 一後
虹ケ浜石井食品店前一節

竜城ケ丘たつみや前一後
一部
一後 i

若松岡T公霊童 一部
E喜入青年会館 一後
倉田病院うら 一前

松原公民館 一後

豊田公民館 -1 日間
平塚競輪場 一前
新宿・公邸住宅内一後

城島公民書官 1 宙開

金田公民館 -1 日間

北金目農協倉E量百1 一言問
片岡青年会館 一後
金自小学佼 -18関 L

平塚競輪場 一部
四之宮ふじみ額 一後
平塚市役所分庁舎前 18

レントゲン検診

衛生諜は、レントゲンの無料}巡回

検診を行なっています。これは、う
ちで働いているた培、健康診控訴を受
けあ機会のない人たちを対象とする
もので、市内60か所にレントゲン車
寄まわします。衛生課では、すべて
の人が、年に一度は、レントゲン検 H
診を受けるパきで、健援な家庭生活 168
をいとなむためには欠かすことので p 

きないものだとし、対象者会員がこ 17自
の検診を受けるよう呼びかけていま H

ナ。ボタンやホックなどのついてい 20臼

主主いJIJl蓮華なら麓たままで検診を受け l グ
ることがで君、時簡も 2-3分でナ 21 区
みます。検診の結果翼状があったば u
あいは無税で精密検査を受けること 22日
ができます。怒店のと主人、奥様方 l グ
お年寄りなど、ど近所さそいあわせ 23臼
てお出かけください。 24日
騒巡思問題・ 〈上段は午前中、下の , 
段は午後に行なう会場です) 278 

7 月 108 平塚青果市場前 一前 28臼
' 花水公箆書官 一後 29 臼
13日花水公園 一前 H

グ 黒部丘府111菓子店前一後 308
148 上平塚集荷所前 部 31臼
g 大久保公匡昌 一後十 グ

15日重量研内 一前 8 月 1 白

日
目
巧4
7
0
0

I
,
1 

I('JI する主化や治 的まぐるしく変化する店、た
らの '1ι丹、 -C7) なかで〈ら L の問題/こどもの教
育の問題/政治ぺぷ経済の問題 /f耳際理解の問題/
近所と町つきあいの問題などを開き 読み・.1$苦し
あう婦人学級 il'l"知誠と技能をみにつけ、
白少子で与えていくことによ J て、安品人の三E体?主を
たかめるのがその大きなねらいです。

グル守ザワ クは、参加者の自主的
によ，てちょうど波車史がひろがるよ
と、つみかさねとによって、効果を

ことにな勺ています。

品す
嬢議 i 学紐40名×日学華麗

離主管@市立各企毘館

盤整期間・ 7 )'j - 1 :2月

盟参加・一敏渇人
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れ
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わ
れ
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。
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鐙
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台
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